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§１．研究実施体制 
 
① 研究開発代表者：加藤 隆史 （大阪大学大学院歯学研究科，教授） 
② 研究項目 １） 口腔機能と定型発達に関する疫学研究 

２） 咀嚼機能発達検査体制の構築 
３） 咀嚼機能の発達の基礎実験 

 
１） 口腔機能と定型発達に関する疫学研究（大阪大学） 

〈研究開発項目１〉小学生低学年の横断的/コホート研究 
① 主たる研究者：山城 隆（大阪大学大学院歯学研究科，教授），黒坂 寛（同，講師）  
② 研究項目 ・小学生児童における口腔機能・発達に関する研究 

 ・小学生児童を対象とした疫学研究のデータ解析とプロトコール改善 
 

〈研究開発項目２〉幼稚園児童の横断的/コホート研究 
① 主たる研究者：仲野 和彦（大阪大学大学院歯学研究科，教授），大継 將寿（同，助教），谷池 雅子

（大阪大学大学院連合小児発達学研究科，教授）、橘 雅弥（同，准教授） 
② 研究項目 ・幼稚園児童における口腔機能・発達に関する研究 

 ・幼稚園児童を対象とした疫学研究のデータ解析とプロトコール改善 
 

〈研究開発項目３〉乳幼児健診データの後ろ向き研究 
① 主たる研究者：仲野 和彦（大阪大学大学院歯学研究科，教授），大継 將寿（同，助教） 
② 研究項目 ・乳幼児における口腔機能・発達に関する研究 

 ・自治体健診データの解析体制の構築 
 

２） 咀嚼機能発達検査体制の構築（大阪大学） 
〈研究開発項目４〉咀嚼機能発達検査体制の構築 
① 主たる研究者：仲野 和彦（大阪大学大学院歯学研究科，教授），大継 將寿（同，助教），谷池 雅子

（大阪大学大学院連合小児発達学研究科，教授），橘 雅弥（同，准教授），毛利 育子（同，准教授），

下野 九理子（同，准教授），谷川 千尋（大阪大学大学院歯学研究科，講師）, 野崎一徳（同，准教

授） 
② 研究項目 ・幼児における口腔機能・発達の検査体制構築 

 ・口腔機能検査プロトコールの立案・準備 
 

３） 咀嚼機能の発達の基礎実験（大阪大学） 
〈研究開発項目５〉咀嚼機能の発達を追跡する基礎実験系 
① 主たる研究者：加藤 隆史 （大阪大学大学院歯学研究科，教授），豊田 博紀（大阪大学大学院歯

学研究科，准教授） 
② 研究項目 ・咀嚼機能の発達の in vivo 基礎実験 

 ・幼若動物における咀嚼機能記録実験 
 
 
  



 

 

§２．研究開発成果の概要 
近年は，「食べる能力」の低下を疑う子どもが増加しているとされ，その問題への社会的関心は高い．本探索研

究開発では，咀嚼をはじめとする口腔機能が，小児の健康な発達に寄与するアウトカム・指標の抽出し，定量的

評価法や標準指標の確立に向けた研究体制の構築を目的とした．まず，口腔機能や咀嚼機能の獲得と睡眠・

定型発達との関連を明らかにするため，小児を対象に咀嚼機能と定型発達に関する疫学研究を実施した．コロ

ナ禍の影響を受け，遂行に制約をうけたものの，以下の知見が得られた．小学生や未就学児において，閉塞性

睡眠時無呼吸症候群の関連因子と口唇閉鎖不全との関連が見出された．また未就学児では、舌圧 1 や口唇閉

鎖不全と不正咬合との関連について明らかにした．さらに，咀嚼機能と、睡眠や行動発達との関連を調べたとこ

ろ，噛むことの問題や口唇閉鎖不全といった口腔機能の問題が，睡眠の問題や問題行動と相互に関連する可

能性を見出した．自治体の乳幼児健診データから，1 歳 6 か月児や 3 歳 6 か月児のう蝕（虫歯）罹患率を算出

し，生活習慣などをはじめとするう蝕のリスクファクターを見出した．そして，咀嚼機能評価方法の開発のデータ

収集や咀嚼機能と睡眠・定型発達との生理学的な関連を解明するため, 小児に対して様々な口腔機能や顎顔

面形態の検査を実施するとともに，睡眠や発達状態などの多面的なデータを収集できる体制構築を試みた．小

児を対象として口腔機能，顎顔面形態，睡眠，発達状態を計測するトライアルを実施し，その内容や結果を検

証して，小児で実施可能な検査を中心とした体制構築を行った．さらに，咀嚼機能発達と睡眠との因果関係の

解明に向けた基礎実験として，摂食機能発達を長期にわたって記録する実験モデルを確立し 2，授乳期と離乳

後における成長に伴う摂食運動様式の変化を明らかにした． 
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